
設
予
定
地
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
も
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
公
立
学
校
共
済
組

合
と
綿
密
に
協
議
を
行
い
、
一
歩
前
に
進

め
ま
す
。

　

続
い
て
、
各
種
デ
ー
タ
か
ら
、
高
血
圧
が

本
市
の
健
康
課
題
と
し
て
明
ら
か
に
な
っ

た
た
め
、
高
血
圧
予
防
の
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。
団
塊
世
代
が
後
期
高
齢
者
に

達
す
る
２
０
２
５
年
問
題
の
対
応
と
し
て
、

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
や
フ
レ
イ
ル

（
注
１
）
予
防
な
ど
、
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

　

次
に
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
水
源
の
新
設

や
浄
水
施
設
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

老
朽
化
資
産
の
更
新
や
管
路
の
耐
震
化
を

図
り
、
災
害
対
応
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
事

業
継
続
が
で
き
る
よ
う
、
財
政
収
支
の
改

善
と
経
営
の
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
向
上
と
産
業
の
発
展
に
必

要
不
可
欠
な
国
道
11
号
川
之
江
三
島
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
全
線
開
通
に

向
け
、
引
き
続
き
事
業
推
進
に
取
り
組
ん

〇
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保

集
中
豪
雨
や
台
風
災
害
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
に
備
え
「
四
国
中
央
市
地

域
防
災
計
画
」
を
見
直
し
、
避
難
所
で
の

感
染
症
防
止
対
策
や
、
要
配
慮
者
支
援
の

充
実
を
図
る
ほ
か
「
四
国
中
央
市
業
務
継

続
計
画
」
を
改
訂
し
、
災
害
対
応
力
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
加
え
て
、
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
を
中
心
に
企
業
や
関
係
機

関
と
協
力
し
、
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

中
核
病
院
に
つ
い
て
は
、
公
立
学
校
共
済

組
合
か
ら
、
第
一
候
補
地
だ
っ
た
三
島
医
療

セ
ン
タ
ー
の

土
地
に
つ
い

て
、
地
盤
調

査
の
結
果
、

液
状
化
対
策

に
よ
り
病
院

の
建
設
が
可

能
で
あ
る
と

の
報
告
を
受

け
、
併
せ
て
、

当
該
地
を
建

令
和
３
年
度　

施
政
方
針

四
国
中
央
市
市
民
９
万
の

  
一
体
感
の
醸
成
を
目
指
し
て

　

市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
３
月
２
日
か
ら

３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
、
篠
原
実
市
長
が
施

政
方
針
演
説
を
行
い
、
令
和
３
年
度
に
取
り

組
む
重
要
施
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
決
め
手
と

さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
先
行
接
種
が
、
既

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
短
期
間
で
、
多
く
の

国
民
が
接
種
を
行
う
と
い
う
前
例
の
無
い
国

家
事
業
で
す
。
し
か
し
、
接
種
の
実
務
を
担

う
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
体

制
作
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
２

月
か
ら
庁
内
の
人
員
体
制
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

滞
り
な
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ
う

に
接
種
体
制
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
接
種

に
関
す
る
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
で
き
る

限
り
分
か
り
や
す
く
発
信
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

不
安
を
持
っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ま
に
１
日

で
も
早
く
接
種
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
端
末
を
効
果
的

に
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
の

保
障
は
も
ち
ろ
ん
、
主
体
的
、
対
話
的
で

深
い
学
び
を
目
指
し
、
個
別
に
最
適
化
し

た
学
習
を
進
め
ま
す
。

〇
産
業
振
興

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
多
大
な

影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
や
事
業
者

へ
経
営
継
続
支
援
策
を
重
点
的
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
感
染
対
策
や
新

た
な
設
備
投
資
へ
の
資
金
調
達
の
負
担
軽

減
支
援
や
、
国
や
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
な

が
ら
雇
用
の
維
持
・
確
保
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
な
海
上
輸
送
拠
点
で
あ
る

三
島
川
之
江
港
で
は
、
県
が
金
子
地
区
で

整
備
中
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
（
荷
役

機
械
）
の
、
供
用
を
開
始
し
ま
す
。
市
内

企
業
の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
紙
需
要
に
対
応
す
る
べ
く
、
新
た

な
設
備
投
資
の
予
定
も
あ
る
な
ど
、
港
湾

物
流
の
重
要
性
は
更
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

産
業
の
持
続
的
成
長
は
も
と
よ
り
、
大
規

模
災
害
時
の
重
要
な
復
興
拠
点
と
し
て
も
、

引
き
続
き
荷
役
機
能
の
改
善
な
ど
整
備
促

進
を
図
り
ま
す
。

　

城
山
下
臨
海
土
地
造
成
事
業
は
、
住
工

分
離
と
企
業
用
地
の
確
保
に
加
え
、
津
波

高
潮
な
ど
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
早
期
の
工
事
着

工
を
目
指
し
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し

取
り
組
み
ま
す
。

〇
特
産
品
振
興

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
宝
メ
シ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
お
い

て
、伊
予
美
人
を
使
っ
た
「
蒸
し
あ
げ
雑
炊
」

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

燧ひ
う
ち
な
だ灘

で
獲
れ
る
良
質
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

か
ら
作
る
本
市
の
い
り
こ
は
「
ひ
う
ち
媛
い

り
こ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
昨
年
か
ら
全
国

に
PR
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
茶

産
業
に
お
け
る
生
産
農
家
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
２
月
に
う
ま
茶
振
興
協
議
会
を
設
立

し
ま
し
た
。
本
市
を
代
表
す
る
特
産
品
に

つ
い
て
、
知
名
度
向
上
、
販
路
拡
大
、
生

産
者
の
経
営
安
定
化
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

〇
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

国
が
進
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

活
用
方
法
の
拡
充
や
９
月
の
デ
ジ
タ
ル
庁

設
置
な
ど
に
よ
り
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
更
な
る
加
速
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現

在
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
必
要
な
情

報
通
信
技
術
の
整
備
が
国
策
と
し
て
進
め

ら
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
リ
モ
ー

ト
学
習
へ
の
対
応
や
、
大
規
模
災
害
発
生

時
の
安
定
的
な
情
報
伝
達
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
の
光

化
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
、
自
宅
な
ど

か
ら
24
時
間
手
続
き
が
可
能
と
な
る
、
非

接
触
型
の
「
ネ
ッ
ト
口
座
振
替
受
付
」
を

追
加
導
入
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の

普
及
を
図
り
ま
す
。

〇
地
方
創
生
の
取
り
組
み

　

少
子
化
の
一
つ
の
要
因
で
あ
る
未
婚
率

の
上
昇
を
解
消
す
る
た
め
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、
お
見
合
い
形
式
の
愛
結
び
事

業
に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
出
会
い
の

機
会
の
創
出
と
成
婚
率
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
初
と
な
る
信
金
中
央
金
庫

か
ら
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
「
人
と
自
然
が
つ
な
が
る
四
国
中
央
市

Lover's

育
成
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
を
踏
ま
え
た
持
続
的
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
地
域
創
生
事
業
と
し
て
、
保

育
園
な
ど
の
５
歳
児
を
対
象
に
、
市
の
自

然
や
産
業
、
食
べ
物
に
触
れ
る
体
験
型
事

業
を
実
施
し
、
郷
土
愛
と
自
然
を
大
切
に

す
る
心
を
育
み
ま
す
。

　

ま
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
、
第
３
次
総
合
計
画
と

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
第
３
期
総
合

戦
略
の
一
体
的
な
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

む
す
び

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
い
ま
だ
見
通
せ
ず
、
社
会
の
先
行
き
が

不
透
明
か
つ
不
安
定
で
す
が
、
感
染
拡
大

防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
生
活
向
上
の
た
め
事
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
折
に
触
れ
て
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
新
法
皇
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
整
備
に

つ
い
て
も
、
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動
の

充
実
を
一
層
図
り
ま
す
。

〇
教
育
環
境
の
充
実

　

県
立
新
居
浜
特

別
支
援
学
校
み
し

ま
分
校
が
開
校
し

ま
す
。
市
内
特
別

支
援
教
育
の
セ
ン

タ
ー
校
と
し
て
、

各
小
中
学
校
と
連

携
し
、
共
生
社
会

の
形
成
に
向
け
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
シ
ス
テ
ム

（
注
２
）
の
構
築

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
、
一
人
一
台
端
末
の
配
備

が
完
了
し
、
全
て
の
小
中
学
校
で
運
用
が

▲建設予定地となる三島医療センター

▲三島川之江港に設置された
ガントリークレーン

注 2　障がいの有る子どもと障がいの無い子どもが共に教育を受けること

▲蒸し上げ雑炊

▲ひうち媛いりこ

▲県立新居浜特別支援学校みしま分校

▲ GIGA スクール構想での授業風景

注 1　年齢と共に生じる心身の衰え

篠原　実　市長


